
実例見本 小学校児童指導要録
様式1（学籍に関する記録）  の記入例と注意事項

学籍に関する記録の欄で、通常あ
まりない事柄について、一般的な
記入例を紹介します。教育委員会
によって書式に違いがある場合が
あります。
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氏　名
転  入  学

転学・退学等

転学・退学等

転学・退学等

転  入  学

氏　名

現住所

現住所

氏　名

現住所

入学前の経歴

入学・編入学等

まつ　 やま　　　 た　　ろう

まつ　 やま　　　いち　 ろう

いし　かわ　　　 じ　   ろう

埼玉県〇〇市□□町１丁目 15 番 22号
埼玉県〇〇市□□町２丁目３番４号

大阪府○○市立□□小学校
大阪府○○市××町 1 丁目２番３号
転居のため

神奈川県○○市立□□小学校　第3学年転学
神奈川県○○市××町５丁目 6 番 7 号　転居のため。

ウクライナ・キエフ日本人学校　第3学年転学
保護者がキエフに転居のため。

平成 29 年 6月2日をもって満 15 歳になり、学齢超過のた
め退学。

埼玉県立○○特別支援学校
埼玉県○○市××町大字◇◇ 3456 番地
保護者の届け出により、学区域の本校に転入学の
ため。

平成 26 年 4 月～平成 28 年 3 月

アメリカ合衆国ワシントン市内の幼稚園に在園

フランス共和国パリ市より帰国。

年齢相当学年である第３学年に編入学。

平成 30 年 4 月 1日 第 １ 学年入学
第 ３ 学年編入学

（令和２年９月１日 転居）

記入例①

記入例②

記入例③

記入例④

記入例⑤

■姓が変更された場合 ■通常の学校からの「転入学」の場合

■「転学」の場合

■外国にある学校に入学するため「退学」する場合

■学齢を超過し、就学義務が消滅して「退学」する
　場合

■特別支援学校からの「転入学」の場合

■保護者が変更された場合

■保護者が後見人で、現住所が異なる場合

■現住所が変更された場合

■外国において教育を受けた場合

■外国より「編入学」の場合

松 山　太 郎

鳩 山

松 山　一 郎

三 芳　明 子

石 川　二 郎
大 宮

はと　 やま

児童の欄に同じ

埼玉県××町大字◇◇ 1115番

児童の欄 転入学の欄

転学・退学等の欄保護者の欄

入学・編入学等の欄

 み　  よし　　　あき　   こ

おお　 みや

入学・編入学等

入学・編入学等

○○児童自立支援施設より第２学年修了の証明

を受け、認定して第３学年に編入学。

長期入院加療により就学義務猶予中であったが、
担当医の認定により就学可能となり、第 3 学年
に編入学。

平成 30 年 6 月 10日

平成 30 年 10 月1日

第 １ 学年入学
第 ３ 学年編入学

第 １ 学年入学
第 ３ 学年編入学

■児童自立支援施設より移ってきた場合

■就学義務が発生した場合

記入例⑥

記入例⑦

平成 30 年 10 月 1 日

（平成 30 年 10 月 31 日）
平成 30 年 10 月 31 日

（平成 年　　月　　日）
平成 30 年 10 月 1 日

（平成 年　　月　　日）
平成 31 年 3 月 31 日

平成 30 年 4 月 1 日

第 ３ 学年転入学

転学

退学

退学

第 ３ 学年転入学

転学・退学等
平成25 年9月 25日より、児童の居所が 1 年以上不明。

■居所が1年以上不明の場合
（平成 30 年 3 月 31 日）

平成　　年　　月　　日

転学・退学等
交通事故により死亡。

■児童が死亡した場合
（平成 年　　月　　日）

平成 30 年 10 月 3 日

学校名
及び

所在地
（分校名・所在地等）

栃木県○○市立◇◇小学校
栃木県○○市◇◇町 １ 丁目 5 番 10 号
栃木県○○市立△△小学校
栃木県○○市◇◇町 ３ 丁目９番 15 号

（平成○年□月△日　 学校統廃合のため校名変更）

■学校名または所在地に変更があった場合
記入例⑧

校長氏名の欄

記入例⑨

校長氏名印

■校長に変更があった場合

山 下　 幸 子

井 上　 博 之
（4 月 1 日～ 9 月 30 日）

（10月1日～3月31日）
㊞


